
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～茅ヶ崎の都市資源を知る１０１日間～ 

ちがさき丸ごとふるさと発見博物館企画展 2016/2017 

「丸ごと１０１－茅ヶ崎を知る１０１の機会―展」を開催します！ 

 
  茅ヶ崎市のエコミュージアム事業・ちがさき丸ごとふるさと発見博物館では、市民のみなさんに「ふるさ

とちがさき」の魅力を再発見していただくキャンペーン、企画展「丸ごと１０１－茅ヶ崎を知る１０１の機

会－展」を開催します。 

大好評を博し再度開催のリクエストを多くいただいた平成２６年度企画展「丸ごと１００－茅ヶ崎を知る

１００の機会－展」と、「市民ボランティア手づくりのエコミュージアム拠点実験」をテーマに話題を呼ん

だ平成２７年度企画展「丸博センター」を合体した、いわばちがさき丸ごとふるさと発見博物館企画展の集

大成です。 

 

１ 開催期間 平成２８年１１月２５日（金）～平成２９年３月５日（日）＜全１０１日間＞ 

 

２ 開催場所 茅ヶ崎市内全域         

 

３ 内容 

（１）市民ボランティアと行政の協働で、さまざまなテーマの「１０１の機会」をご用意 

例① 年中行事や空き店舗活用展示で、「ふるさと」を感じる機会をご紹介！ 

年中行事や郷土芸能大会など、昔ながらの茅ヶ崎を感じられる機会の他、「ふるさと」について親子で

考えるワークショップや、空き店舗を活用したちがさき丸ごと博物館を知るスペシャル展示など。 

 例② 「まち歩き・自然観察会」で実際に市内をめぐる機会をご案内！ 

  まち歩き企画に参加して、みんなで茅ヶ崎の都市資源を巡ります。 

  「大山道」「東海道」「文学の散歩道」・・・など、コースや地域はいろいろ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茅 ヶ 崎 市 記 者 発 表 資 料 

平 成 ２ ８ 年 １ ０ 月 ２ １ 日 

教育推進部社会教育課 課長 飯田直士 

電話０４６７（82）１１１１内線３３４９ 

まち歩き「茅ヶ崎の大山道を歩く」 

平成２８年１２月３日（土）９時３０分～１２時頃 

江戸時代、大山詣でにぎわった道を「ちがさき丸ご

とふるさと発見博物館の会」や文教大学の学生のみな

さんと歩きます。 

定員２０人（申し込み制、先着順）。１１月１５日（火）

から電話で受け付け開始（市教育委員会社会教育課）。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 他にも２２ポイントをめぐる市内スタンプラリーや、茅ヶ崎を１から知る動画配信サイト「Maruhaku 

TV」など、茅ヶ崎を知ることができる「機会」に触れてください！ 

 

（２）企画展のフィナーレは、「期間限定！丸博センター」再び！ 

  平成 27 年度に開催し、好評を博した「丸博センター」が帰ってきます。 

  別荘建築や田んぼと環境など、茅ヶ崎の多様な都市資源を知ることができる１２の講座を５日間で開催。

話題を呼んだ「エコミュージアム理念展示＝丸博を知る１６のキーワ 

ード」も復活します（写真右下・右）。 

  

 開催期間： 平成２９年３月１日（水）～３月５日（日） 

  開催場所： 茅ヶ崎市民ギャラリー５階（元町１－１ ネスパ茅ヶ崎） 

  開館時間： ３月１日（水）１７：００～２０：００ 

        ３月２日（木）～４日（土）９：３０～２０：００ 

        ３月５日（日）９：３０～１６：３０ 

                        

 

 

 

 

 

 

 

４ 企画展を楽しむための冊子・「わたしの都市資源ノート」 

 茅ヶ崎を知る１０１の機会は、市民ボランティアが中心となって編集した、

企画展を楽しんでいただくための冊子「わたしの都市資源ノート」でご覧い

ただけます。 

ぜひこの機会にご自身だけの「わたしの都市資源」を見つけてください！ 

 

配布場所： 茅ヶ崎市文化資料館、各公民館、茅ヶ崎市美術館、 

県立茅ケ崎里山公園、市役所社会教育課で 

平成２８年１１月１日（火）から配布。 

  発行部数： ５０００部（なくなり次第終了） 

    仕  様： Ａ４判、２４ページ、オールカラー 

   

 

【参考】「エコミュージアム」とは･･･ 

 1960 年代後半にフランスで始まった考え方。住民と地域を関連づける文化的遺産等を対象として、それら

を保護・保存し、調査・研究し、時には育てる機能をもった、地域環境そのものが博物館であるとする考え。

運営する者も利用する者も、地域住民であることを大きな特徴としています。 

 従来の博物館と比較するなら、博物館が建物に収集品を展示する活動を行うのに対し、エコミュージアム

はある一定の地域に点在する遺産や無形の記憶を対象とし、博物館内部の学芸員と公衆の役目を、エコミュ

ージアムでは地域住民が担います。  

まち歩き「茅ヶ崎の東海道を歩く（西編）」 

平成２８年１２月１２日（月）９時30分～１２時頃 

茅ヶ崎の東海道の西側（新田入口バス停～茅ヶ崎市役

所）を、「ちがさき丸ごと博物館アクションプロジェク

ト・ガイド部会」のみなさんと歩きます。 

定員２０人（申し込み制、先着順）。１１月１５日（火）

から電話で受け付け開始（市教育委員会社会教育課）。 

 


